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要
旨
伊藤東
涯著吋応氏ムハ
帖』
は
中
国の文献か
らの
語を集め
た一部開抗採集で
ある 。
東涯には
もうひとつ
吋名
物六帖』
とい
う

大部の語数集が
あり 、

『応
氏六
帖』
は
『名物六
粕』

の一
時の姿で
ある
と

の位
置づ
けが
従
来
なされて
きた 。
しか
し
『応
氏六
帖』
と
『
名
物六帖』
とで
は
構成

の点か
ら
異な

っ
てお
り 、

項目の出入
りや
同一

の見
出し
語に
付さ
れた
傍訓

の異
同も多
数
ある 。
こ

の
傍郊

の
異向に
注回し 、
司応
氏六
帖』

の
独自
性をと
らえよ
うと

こ
こ
ろみた 。
具
体的には「ス
ギダ
チ
(斤
斗)」 、
「イン
ジン
(槌箆)」 、
「ヒル
トピ・
ヒル
ガン
ド
ウ
(
白撞ご

の一一一
演を選び
「
名物六
帖』
や
『
紀開小

股』
の訓と
比
較し 、
さらにい
ろい
ろ
な
文
献の
用例か
らそれ
ぞれ

の
訓の
性格を
考えた 。
そ

の
結果吋応
氏六
帖』

の傍訓は
規範伎を
考慮に入
れ
る
必要

が
なかっ
たために 、
特
殊な
ものを
継承してい
る
反
面きわめて口
頭語的な 、
お
そら
く
当時の人々
にとっ
て
耳近い
語を
含んでい
る
可能
性が
あるこ
と

が
明らか
になっ
た 。
今後もこ

のよ
う
な
分
析を
重ね 、
『応氏六
帖』

の独
自性を
明らかにしてい
きたい 。

iま

め

じ

吋
応
氏
六
帖』
は
江
戸
時
代の
漢
学
者
伊
藤
東
漉
(一
六
七
O
|一

七一
三ハ)

の
手
に
な
る、
中
園
文
献に
出
典
を
も

と
め

た
語
会
集で
あ
る。
現
在

十
本
余

り
の
伝
本
が
知
ら
れ
て
お
り、
収
録
さ
れ
て
い
る
語
数
は
本に
よっ
て
二
千
i

六
千

と
隠
が
あ
る。
後
述
す
る
よう
に
語
は
六
帖
十
八
議の
意
義
分
類
に
も

と

づ
い
て
収
め
ら
れ
て
い
る。

東
涯
に
は
ほ
か
に
も
同
様の
語
集
集
『
名
物
六
帖
円 ~が
あ
る。
こ
ち
ら

は
東

涯の
生
前か
ら
増
補の
努
力
が
続
け
ら
れ 、
死
後は
門
人の
奥
回

さ
ら
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に
東
涯の
子の
東
所
に
引
き
継
が
れ 、
一
部
が
刊
行
さ
れ
て
い
る。
古
義
裳
を

あ
げ
て
の
完
成へ
の
努
力
が
続
け
ら
れ

た
わ
け
で、
司
名
物
六
帖』
の
名
は、

刊
行
以
前か
ら
すで
に
名
高
かっ

た
よう
で
あ
る。
辞
書

と
し
て『
名
物六
帖』

を
み
る

と
き、
意
義
分
類
を
貫い
て
い
る

と
いう
点で
他垂直

と
は
挟
を
分つ 。

『
名
物
六
帖』
は
六
帖

と
いう
数
は
同
じ
で
は
あ
る
が、

十
三
築で
あ
り、
そ

の
点で
吋
応
氏
六
帖』

と
は
異
な
る。
そ
し
て、

た
と
え
ば
天
文
筆は
さ
ら
に

天
度
運
行・
日
月
星
辰・
雨
露
霜
雪・
風
雷
雲
霞・
陰
陽
祥
獲の
五つ
に
下
位

分
類
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ

た
『
合
類
節
用
集』 、

は
乾
坤) 、
時
候
な
ど 、

『
和
漢
音
釈
書一空間
字
考』
で
も
天
地

l 

*
本学講師(今野
尚子)
国語学・
日
本
語教
育
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ま
ず
大
き
く
意
義
分
類
を
施
し
て
い
る。
し
か
し、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部は
傍
訓

の
イロハ
順
に
排
列
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
こ
れ
らの
辞
書
か
ら
求
め
る
語

を
見
出
す

た
め
に
は
そ
の
語
が
何
門に
属
す
る
か

と
いう
こ

と
と、
そ
の
語の

訓
と
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。
『
名
物
六
帖』
の
影
響
を
受
け

た
こ

と

(
2)

 

を
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
雑
字
類
編』
に
お
い
て
も
イロ
ハ
別
に
し

たう
え
で、

内
部
を
天
門・
地
理・
時
令
な
ど

十
八
門に
分
け
る。
こ
れ
ら
の
豊富に
お
い
て

は、
す
く
な
く

と
も
排
列の
点に
お
い
て
見
出
し
語の
表
記

と
傍
訓

と
の
結
び

つ
き
を
絶
対
的
な
も
の

と
と
ら
え
て
い
る

と
み
る
こ

と
が
で
き
る。
排
列に
傍

訓
の
イロ
ハ
順
を
も
ち
こ
ん
で
い
る
点
は、
唐
話
辞
書
類
中 、
間
嶋
冠
山
の

ヱ

ア

ン

ザ

弓

ン

ケ

ン

キ

ン

『
唐
中一一押便
覧』
も
同
じ
で
あ
る。

た
と
え
ば
「
イ
字
部」
は
「
越
更
社
健
欽

挺

竺一竺

を
最
初に
掲
げ
る
が、
こ
れ
は
こ
の
句
に
添
え
ら
れ

た
訳
「
イヨ

/ヘオ
タ
ツ
シ
ヤニ
テ 。
ウ
ラ
ヤマ
シ
ク
候」
の
文
頭
の
「イ」
に
よっ
て
こ

文化女子大学研究紀要

こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

漢
詩
を
収
集・
排
列
し
よう

と
す
る
場
合
に
は、
もう
ひ

とつ 、
見
出
し
語

の
表
記
に
排
列
の
基
準
を
求
め
る
方
法
が
あ
る。
『
徒
紅
字
裳』 、
『
睡
引
小
説

字
設立 、

主主郡
小
説
字
裳』 、
『
俗
語
語
義』
な
ど

は
見
出
し
語の
頭
字の
画
数

頗
に
語
を
排
列
す
る。
『
俗
語
解』
は
見
出
し
語
の
頭
字の
音
を
イロ
ハ
頗
に

す
る。

た
と
え
ば
「
白
話」
はハ
之
部 、
「
翻
金
斗」
もハ
之
部 、

と
いう
よ

う
に。
先
述の
間
嶋
冠
山
の
他
の
著
作
『
唐
話
築
用』 、
『
唐
話
使
用』 、
『
盛岡
翠

雅
俗
語
類』
な
ど

は
「二

{主一一一一一
字
話」
の
よう
に、
見
出
し
語の
文
字
数

に
よ
る
分
類
を
行
なっ
て
い
る。
素
朴で
は
あ
る
が、
や
は
り
見
出
し
語
を
中

心
と

し
た
排
列で
あ
る。

こ
の
よう
に
見て
く
る

と、
意
義
分
類
を
貫い

た
『
名
物六
帖』
の
排
列
方

法
は
空
前で
あ
り、
以
後の
書
に
もほ

と
ん
ど
受
け
継
が
れ
て
い
ない 。
そ
の

中
で、
釈
大
典の
吋
学
語
編』
は
凡
例
に
『
名
物六
帖』
の
名
を
あ
げ 、
排
列

も
同
様の
意
義
分
類
を
貫
く 。
し
か
し、
小
本二
冊
仕
立
て
の
簡
略
な
も
の
で

『
名
物六
帖』
に
は
質・
量

と
も
に
及
ぶべ
く
も
な
い 。

ま
た

『
名
物
六
帖』
に
収
録
さ
れ

た
語
を
節
用
集
な
ど

と
比
較
し
て
み
る

と

き、
感
じ
る
の
は、
東
渡
の
収
集
意
図
が
総
ば
な
的
に
語
を
集
め
る
こ

と
に
は

な
く 、
選
択の
意
志
が
強
く

は
た

らい
て
い
る

と
いう
こ

と
で
あ
る。

東
濃の
目
的
の
第一
は、
中
層
側の
文
献
を
博
捜
し、
い
ろ
い
ろ
な
意
味で

特
色
の
あ
る
語
を
収
集
す
る
こ

と
に
あっ

た。
そ
れ
は
東
涯の
ノ
i
ト

類
を
み

て
も
明
ら
か
で
あ
る。
収
集
し

た諮問
(つ
ま
りこ
れ
は
中
間
側の
語)
が、
日

本
側で
伺に
あ

た
る
の
か
を
示
す

た
め
に
付
し

た
の
が
傍
訓
で
あ
る。
刊
行
さ

れ
た

『
名
物六
帖』
で
は
ほ
ぼ
すべ
て
の
語
に
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
が、

た
と

え
ば
『
応
氏
六
帖』
で
は
訓
の
な
い
語
も
多
数
存
在
す
る。
そ
の
意
味で、
東

涯
の
語
収
集
に
お
け
る
付
訓

と
いう
作
業
は
二
義
的で
あ
る。
極
言
す
れ
ば 、

あ
る
漢
字
表
記
が
日
本
語で
何に
あ

た
る
か
が
わ
か
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い 。
そ

の
た
め
に
『
名
物
六
帖』
は
訓
の
イロ
ハ
順

と
いう
排
列
慕
準
を
採
用
し
な
か

っ
た。
漢
字
表
記

と
傍
訓

と
の
結
びつ
き
を
絶
対
の
も
の

と
は
考
え
な
かっ

た

か
らで
あ
る。

2 (369 ) 

そ
の
姿
勢
ゆ
え
に
「
単に
漢
語
辞
書

と
し
て
だ
けで
な
く 、
東
涯
の
こ
ろ
の

(
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京
都の
呂
常
語
を
知
る
資
料で
あ
る」

と
も
評
価
さ
れ
て
は
い
る
が、
従
来
必

(
5)

 

ず
し
も
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る

と
は
い
い
が

た
い
の
で
あ
る。

翻っ
て
吋
応
氏
六
帖』
に
尽
を
移
せ
ば 、
そ
こ
に
『
名
物
六
帖』
の
原
点
を

見
出
しう
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が、
そ
こ
に
収
録
さ
れ

た
語
に
自
を
配

る
と
き、
司
名
物
六
帖』

と
は
異
な
る
国
語
史
上
の
側
値
を
認
め
る
こ

と
も
可

能
で
あ
る。
『
名
物
六
帖』
が
刊
行
を
目
指
し
て
古
義
堂
を
あ
げ
て
増
補
さ
れ

て
いっ

た
の
に
対
し
て、
吋
応
氏
六
帖』
は
刊
行

と
は
無
関
係
に
伝
え
ら
れ

た。

写
害
者 、が
予
を
加
え
る
こ

と
も
比
較
的
自
由で
あっ

た。
こ
の
よう
な
異
な
り



『応、氏六粘』の資料性

は
当
然
内
部に
も
反
映
さ
れ
る
で
あ
ろう。

『
名
物
六
帖』

と
『
応
氏
六
帖』

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
すで
に
中
村
幸
彦

氏
に
よっ
て
「
臨
氏
六
帖は
名
物
六
帖の一
時の
姿
を
伝
え
る
もの」

という

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る。
し
か
し
『
名
物
六
帖』
に
つ
い
て
さ
え 、
収
録
さ
れ

て
い
る
語
の
性
格 、
あ
る
い

は
傍
訓
の
位
置づ
け
な
ど
が
充
分に
検
討
さ
れ
て

い
る

と
は
い
い
が

た
い 。
ま
し
て
吋
応
氏
六
帖』
に
つ
い
て
は
「
名
物六
帖の

一
時の
姿」

という
位
置づ
け
の
ま
ま
に
放
寵
さ
れ
て
い

た
と
いっ
て
も
過
言

で
は
ない 。

た
し
か
に
ヨ泌
氏
六
粘』

と
『
名
物六
帖』

と
は
ど
ち
ら
も
伊
藤

東
践

と
いう一
人の
人
物の
類
緊の
意
志
を
契
機

と
し
て
成
立
し
て
お
り、

共

通
点
は
多い 。
し
か
し
両
者
の
関
係
は、
『
応
氏
六
帖』
に
項
院
を
増
補
し
て

い
け
ば
吋
申告
物六
帖』
に
な
る

と
いう
単
純
な
図
式で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い 。

すで
に
中
村
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よう
に
基
本
的
な
構
成
に
お
い
て
もこ
の
両

者
は
異
なっ
て
お
り、
あ
る
段
階
で
根
本
的
な
改
変の
手
が
加
え
ら
れ

た
と
考

え
ら
れ
る。
両
者
の
帖

と
筆

と
の
構
成
を
示
し
て
お
く 。

応
氏
六
帖

名
物六
帖
(
*

は
写
本
の
み)

天
文
筆

天
文
筆

地
理
議

時
運
筆

地
理
護

人口問
筆

第
帖

第二
帖
人
品
譲

釈
属
議

神
鬼
護

人
事
護

身
体
議

病
荷
議

器
財
築

飲
撰
筆

中小
股
意
議

第一ニ
帖

第四
帖
飛
禽
筆

走
獣
筆

虫
魚
議

樹
木
議

草
花
護

金
石
筆

器
用
筆

食
服
体調

顔
色
筆

本
稿は、
「
斤
斗・
地
堕・

の一一一
語
を

と
り
あ
げ 、
吋
応
氏
六
帖』

と

『
名
物
六
帖』

と
の
比
較
を
通
し
て、
『
応
氏
六
帖』
の
国
語
資
料
上
の
価
伎の

一
端
を
明
ら
か
に
し
よう

と
す
る
も
の
で
あ
る。

と
り
あ
げ

た一一一
語
は、
両
議

問
で
同一
の
見
出
し
語
に
異
な
る
傍
訓
の
付
さ
れ
て
い
る
約一一一
百
語の
中
か
ら

本
稿の
白
的
に
添っ
て
選
ん
だ
も
の
で
あ
る。

『
応
氏
六
帖』
諸
本
のう
ち 、
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
調
査
し
え

た
も
の
は
つ

ぎの
十
本で
あ
る。
諸
本の
議
誌
的
関
聯の
詳
細に
つ
い
て
は
別
稿
を
参
照
さ

(
8)

 

れ
た
い 。

人
事
築

第五
帖

*
身
体
築

第六
帖

*
動
物
築

*
植
物
議

(368 ) 

イ
国
立
国
会
図
書
館
本
(
清
水
本)

ロ
静
嘉
堂
文
庫
本

神
宮
文
庫
本

早
稲
泊
大
学
図
書
鯨
蔵
本

ノ、一ホ

山
岡
忠
雄
氏
蔵
本

J、\

無
窮
会
本

刈
谷
市
立
図
書
館
本

長
津規
矩
也
氏
蔵
本
(
唐
話
辞
書
類
集
底
本)

3 

トチ



東
京
大
学
本
(
黒
川
本)
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多
和
文
庫
本

収
録
語
数は
静
嘉
堂
本
が
約二
O
O
で
最
も
少
な
い 。
静
嘉
堂
本は
他
の

九
本

と
は
収
録
さ
れ
て
い
る
語
の
傾
向
が
異
なっ
て
お
り、
早い
時
期
に
他
本

と
は
別
れ

た
別
の
系
統

と
考
え
ら
れ
る。
増
補
本
系の
長
津
本
黒
川
本
が
約
六

0
0
0で
最
大 、
残
る
七
本
は
二
五
O
O
前
後の
項
目
を
有
し 、
内
容
の
点
か

ら
み
て
も
近
い
関
係
に
あ
る。
そ
の
中
で
清
水
本
は
宝
永
三
年の
識
語
を
も

ち 、
書
写
年
次
の
明
ら
か
な
伝
本の
中で

は
最
も
卒い
時
期の
も
の
で
あ
り、

内
容
的
に
も
他の
諸
本
よ
り
も
原
態
に
近い

と
判
断
で
き
る

と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
が
調
査の
結
果
明
ら
か
に
なっ

た。
今
回
の
考
察
は、
『
応
氏
六
帖』
に
つ

い
て
は
閤
会
本
を
中
心

と
し 、
必
要
に
応
じ
て
他の
諸
本に
言
及
す
る。

ヌ
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ス

ギ

ダ

チ

(

斤

斗)

『
応
氏
六
帖』
は
諸
本
すべ
て

ス
キ
タ
チ

(
9)

斤
斗
〈
祖
庭
事
苑〉

と
あっ
て
異
同
が
な
い 。
竿
大
本
の
み
は
排
列
に
改
変
を
加
え
て
い
る

た

め 、
掲
載
順
は
異
な
る
が、
項
目
そ
の
も
の
は
他
の
諸
本

と
同
じ
で
あ
る。

と

こ
ろ
が
『
名
物
六
帖』
で
は、
見
出
し
語
も
出
典
も
まっ

た
く
同
じ
こ
の
項
目

カL

斤
斗
〈
視
庭
/
事
苑〉

と
あっ
て、
「ト
ン
ホ
カヘ
リ」

と
いう
傍
訓
が
付
さ
れ
て
い
る。
『
名
物
六

帖』
で
は
同
じ
よう
な
意
味
を
もっ
語
が
前
後に
加
え
ら
れ
て
お
り、
震
前の

ワ
ヌ
ケ
ト
y
h
カ
へ
リ

項
目

は

政相

叫〈
典
籍
/
便
覧〉」 、
直
後の
項
目

は
「
躍
菌
効
斗」
で、
こ

ち
ら
に
は
『
照
朝
祭
事』
か
ら
の
引
用
が
あ
る。
「紡」

は
『
字
業』
に
「
今

俗
多
作
斤
字」

と
あ
る
か
ら 、
「
紡
斗」
は
「
斤
斗」

と
同
じ
で
あ
る。
孫
悟

空
の
乗
る
繋
が
「
紡
斗
雲」
で
あ
る。
『
名
物
六
帖』
の
「
斤
斗・
筋
斗・
紡

斗」
は
い
ず
れ
も
音
読
す
る

と
「キン
ト」

と
な
る
語
で、
こ
れ
らに
「
ト
ン

ボ
カエ
リい

と
いう
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
し

た
がっ
て、
司
応
氏

六
帖』

と
司
名
物
六
帖』

と
で
は、
同一
の
見
出
し
語
に
対
し
て
「ス
ギ
ダ
チ」

と
「ト
ン
ボ
ガエ
リ」

と
いう
異
な
る
傍
訓
が
付
さ
れ
て
い
る

と
いう
こ

と
に

4 

な
る。ま

ず
「ス
ギ
ダ
チ」
に
つ
い
て
考
え
る。

『
中
華
若
木
詩
抄』
巻
下
に、
国安
問
叔
の
「
上
竿
奴」

と
いう
詩

と
そ
の
抄

と
が
収
め
ら
れ
て
い
る。
詩
の
第一 、
二
句
は
つ
ぎの
よう
で
あ
る。

百
尺
竿
頭
裳々

タル
身

応 ァ
鰍 コ
膨 サ
舵 マ
膨リ ス
傍
人 ヲ

こ
の
「
足
騰
銀
倒」
につ
い
て
の
抄
の
中
に
「
杉
立
チ」
の
語
が
み
え
る
の

(367 ) 

で
あ
る。又

足
騰
眼
倒トハ
o

竿ノ
上ニ
テo
足ヲ
ア
ケ
テo
サ
カ
サマ
ニ
立
ツ
ソ

。
日
本ニ
ハ
o
サ
カ
サマ
ッ
プ
リ。

立ツ
ル
ト
モ
云
イo
杉
立
チ
ヲ
ス
ル

ト
モ一広フ
也 。
ア
ブ
ナ
イ
ト

云
テo
傍
人カ
驚ク
也

「
足ヲ
ア
ケ
テ
サ
カ
サマ
ニ
立
ツ」
こ

と
を
日
本
で
は
「サ
カ
サ
マ
ッ
プ
リ

立
ツ
ル」

と
も「
杉
立
チ
ヲ
ス
ル」

と
もいう

と
し
て
い
る。
つ
ま
りこ
の「
杉

立
チ」
は
倒
立
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
る。

(
日)

ま
た

司
私
可
多
哨』
に
はつ
ぎ
の
よう
に
あ
る。

き
ん

たC
う
と
う

あ
る
しハ
少
も
さハ
か
す
し
て
よ
く
吟
味
あ
れハ
旧
冬の
す与
は
き
に

た

は
く

す
Eだ
ち

L
ミ

をつ
ミ

か
さ
ね
て
其
上
に
て
僕
共
の
杉
立
し

た
る
足
のう
ら
天
し
ゃ

う
へ

とL
き
ど
ろ
の
つ
き

た
る
の
に
て
あ
り
し
な
り
めつ
ら
し
き
事
も
あ

ま
り
に
物
を
ふ
し
き
に
思
ひ
気に
か
く
る

は
損
な
り

あ
る
広
聞
の
天
井
の
板に
人の
足
跡の
形
の
慌
が

た
く
さ
んつ
い
て
い
る
の



を
元日一
に
見つ
け

た
こ
の
家
の
主
人
が、
む
や
み
に
驚
き
怪
し
ん
で
騒
ぐ
人々

に
種
明
か
し
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る。
畳
を
積
み
重
ね

た
上
で
「
杉
立

を
し

た
ら
足
の一一袋
が
天
井へ

と
ど
い
て
泥
がつ
い

た
と
いう
の
で
あ
る
か
ら 、

『応氏六帖』の資料性

こ
の
「
杉
立」
も
や
は
り
「
倒
立」
の
こ

と
と
考
え
ら
れ
る。

は
「
杉
立」
の
項
に
「
俸
立
の
事
也」

と
解
説
を
加
え

たう
え
で
〔シ
カ
タハ

ナ
シ〕
の
こ
の
例
を
引
い
て
い
る。
「
棒
立」
で
は
あっ
て
も 、
こ
の
例
か
ら

考
え
れ
ば
こ
こ

は
逆
さ
に
なっ

た
「
棒
立」

と
と
るべ
き
で
あ
ろう。

『
犬
子
集』
に
は
つ
ぎ
の
句
が
み
え
る。

二一
輪に
て

一二
輪
山
で
杉
立
す
る
や
春
霞

親
重

こ
ち
ら

は
三
輪
山
↓

杉の
連
想
を
用
い

た
句
で
あ
る。
春
震
が
逆
立
ち
し
て

い
る
か
どう
か
は
わ
か
ら
な
い
が、
春
霞
が一一一
輪
山
の
あ

た
り
に
じっ

と
と
ど

まっ
て
い
る
情
景
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろう。

考
3
クハ
ノ
ゲ
イ

『
名
物
六
帖』
の
中に
も
「ス
ギ
ダ
チ」
は
み
え
る。
人
事
築
中
「
猿
騎
戯い

に
つ
い
で
「
臥
鯖・
閤
簸
騎」
が
あ
り
「
倒
頗
騎」
に
「ス
ギ
ダ
チ
ノ
リ」

と

いう
訓
が
付
さ
れ
て
い
る。
「
倒
綴」

は
「
顛
倒」

と
同
じ
で
逆
に
す
る
こ

と

で
あ
る
か
ら 、
こ
れ
も
「
倒
立」
の
こ

と。
「
倒
類
騎」
は
馬
の
上
に
「ス
ギ

ダ
チ」
つ
ま
り
「
倒
立」
し
て
乗
る
こ

と
で
あ
る。

「ス
ギ
ダ
チ」
は
「
杉
立」

と
いう
表
記
に
も
表
わ
れ
て
い
る
よう
に
杉の

よう
に
すつ
く
り

と
動
か
ず
に
立っ
て
い
る
状
態
を
表
わ
す。
ウ中
華
若
木
詩

抄』
や『
私
可
多
咽』 、
『
名
物
六
帖』
の
例
は「ス
ギ
ダ
チ」
の
語
自
体に
「
倒

立」
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

と
と
れ
る。
頭
を
下
に
し 、
足
を
上
に
伸
ば
し

た
人
間
の
姿
が
杉の一一一
角
形の
樹
形
を
連
想
さ
せ

た
の
で
あ
ろう
か 。

さ
て、
『
応
氏
六
帖』 、
『
名
物
六
帖』
共
通
の
出
典で
あ
る
『
祖
庭
事
苑』

に
は
「
斤
研
木百六
也 。
頭
重
而
柄
軽 、
照
之
則
斗
転 。
掲
此
校
者
似
之 。」

と

あ
る。
『
祖
羅
事
苑』
の
こ
の
部
分
は
『
広
本
節
用
集』
に
も
引
用
さ
れ
て
い

る。
た
だ
し
『
広
木
節
府
集』
の
見
出
し

は
「
筋
斗」
で
あ
る。

キ
ン
ト

キ
ル

筋
斗
〈
事
苑
第
七 ュ
斤 ，
研レ
木 ヲ
具
也
頭
重
而
/
柄
軽o
用レ
之
則
斗
縛

ス
チ
ハ
カ
ル
ギ

為一一
此
枝→
者
似
/レ
之
也〉

「
筋
斗」 、
「
斤
斗」
が
斤
の
「
斗
転」
す
る

と
こ
ろ
に
由
来
す
る
名で
あ
る

と
いう
『
祖
庭
事
苑』
の
説
に
よ
れ
ば 、
じっ

と
立っ
て
い
る
「ス
ギ
ダチ」

と
の
結
びつ
き
に
は
疑
問
が
生
じ
て
く
る。
現
代
語
の
感
覚で
み
て
も
「ト
ン

ボ
ガエ
リ」
の
ほう
が
ふ
さ
わ
し
い
よう
で
あ
る。
(
凶)

ト
ン
ボ
ガエ
リ」
の
語
は
すで
に
『
古
今
著
間
集』
に
み
え
る。

父
大
納
言
(
中
略)
は
じ
め
御
簾
を
あ
げ
て
格
子の
も

と
を
よ
せ
か
け
ら

れ
た

り
け
る
に、
成
通
卿い
ま
だ
若か
り
け
る
に、
庭
に
て
鞠
を
あ
げ
ら

れ
け
る
が、
鞠 、
格
子

と
簾

と
の
中
に
入
け
る
に、
つず
き
て
飛い
ら
れ

け
る
が、
父
の
前、
無
骨
也
け
れ
ば 、
鞠
を
足に
の
せ
て、
そ
の
板
敷
を

ふ
ま
ずし
て、
山
が
ら
の
も
ど
りう
つ
やう
に
飛
かへ
ら
れ

た
り
け
る、

凡
夫
の
し

は
ざ
に
あ
ら
ざ
り
け
り。
「
我一
期
に、
此

と
ん
ばう
がへ
り

一
度
な
り」

と
ぞ
白
稀せ
ら
れ
け
る。

(
巻

十一

侍
従
大
納
言
成
通
の
鞠
は
凡
夫
の
業に
非
ざ
る
事)

「
山
が
ら
の
も
ど
りう
つ
やう
に
飛
かへ」
っ

た
こ

と
を
「

と
ん
ばう
がへ

り」
といっ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら 、
体
を
空
中で
ど
の
よう
に
か
田
転
さ
せ

(366 ) 

て
い
る

と
考
え
ら
れ
る。

(
げ)

『
申
楽
談
儀』
に
も
「
騎
除
返
り」

は
み
ら
れ
る。

田
楽
の
風
体 、
は
た

ら
き

は
は
た

ら
き、
音
曲

は
音
曲

と
す
る
な
り。
並

つ
つ
み

び
居
て、
か
く
か
く

と
謡
ふ
な
り。
入
り

替
は
り
で

は、
鼓
を
も 、
ゃ 、

て
い
て
い

と
打
ち
て、
婿
鈴
返
り
な
ど
に
て、
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く

と
し
て、

さ
と
入
る
な
り。

5 



引
用
し

た
新
潮
日
本
古
典
集
成
の
「
婿
鈴
返
り」
に
は

と
いう
頭
注
が
あ
る。
先
に
引
用
し

た
主同
今
著
間
集』
で
も、
引
用
部
分の

あ
と
に
成
通
が
「は
や
わ
ざ」
を
好
む

と
いう
表
現
が
二
度
使
わ
れ
て
い
る。

こ
の
よう
に
早
く
か
ら
例の
み
ら
れ
る
「ト
ン
ボ
ウ
ガエ
リ」
で
あ
る
が、

の一
つ 。」

「
筋
斗・
斤
斗」

と
の
結
び
つ
き

は
そ
れ
ほ
ど
古い
こ

と
で
は
な
い
よう
で
あ

る。

第23集

(
刊日)

『
元
亀二
年
本
運
歩
色
葉
集』
に
は

筋
斗

が
み
ら
れ
る。
こ
れ
は
「
も
ど
りう
つ」
が
「
も
ん
ど
りう
つ」
に
変
化
し

モ
ン
ド
リ」
で
あ
る
か
ら 、円
祖
庭
事
苑』
の

に
あう。

た
と
こ
ろ
で
「
筋
斗
(
斤
斗で
は
な
く
と

と
「ト
ン
ボ
カエ
リ」

と
の
結
び

文化女子大学研究紀要

の
類に
多
く
見
出
すこ

と
が
で
き
る。
関
島
冠
山
の
『
唐

に
はつ
ぎの
よう
に
あ
る。

キ

ン

テ
。

?

ト

ウ

ヒ

ヤ

ア

ず

ア
、

ラ

イ

タ

ァ
、

UJ

4

ン

リ

ヤ
e

ウ

ン

ン

キ
A

イ

翻
納
斗
堕
下
馬
来
打
傷
了
身
躯
〈ト
ン
/ボ
ウ
/皮
メ 。
馬ヨ

リ
落テ 。
身
/ヲ
打ソ
ン
ザシ
タ〉

「
翻
紡
斗」
の
表
記
で
は
あ
る
が、
こ
れ
に
「
ト
ン
ボ
ウ
反」

と
いう
訳
が

あて
ら
れ
て
い
る。

司
俗
語
解』
に
は
「
金
斗・
筋
斗」
の
両
形
を
掲
げ
る。

翻
金
斗
〈ト
ン
ホ
ウ
カヘ
リス
ル
ゴ一言
鯖
云

ii--伎
人
以
頭
委
地
市
翻

一
跳
辻
/
立
回
商
施
轄
如
盤
謂
金
斗
相
停
越
簡
子
殺
中
山
王
命
厨
人

ii|/
以
繋
之
字
義
所
起
出
此〉

翻
筋
斗
〈
金
筋
音
通ス〉

司
俗
語
講
義』
に
も

翻
筋
斗
〈ト
ン
ボ
フ
ガ
ヱ
リス
ル
7
也。
筋
斗同
カ
ク
教
坊
記
/日
il|

絶
倫
縁
関沢
竿
例 一一
立〉

と
あ
る。
『
教
坊
記』
の
引
用
の
最
後は
「
倒
立」
を
転
写
の
際
に
誤っ

た

の
で
あ
ろう
が、
こ
こ
で
も
「ト
ン
ボ
フ
ガ
ヱ
リス
ル」

と
注
さ
れ
て
い
る。

(
幻)

(
M)

『
画
引
小
説
字
紫』
に
も
「(
翻)
筋
斗」
が
掲
げ
ら
れ 、「ト
ン
ボ
ウ
ガヘ

リ」
と
あ
る。

6 

ま
た、

『
水
飴
伝』
に
「
翻
筋
斗」

と
いう
表
現
が
使
わ
れ
て
い

た
た
め
に、

水
滋
伝
中
の
語
を
集
め

た
も
の
に
は
数
多
く
立
項
を
見
出
すこ

と
が
で
き
る。

(
お)

た
と
え
ば
『
忠
義
水
激
伝
〔
語
解〕』
は、
長
浮
規
矩
也
氏
に
よっ
て
東
涯
門

下
の
穂
積
以
賞 、が
編
ん
だ

と
さ
れ
て
い
る
が、
そ
の
中
に
も

融
筋
斗
〈ト
ン
ボ
ガヘ
リ〉

と
み
え
る。

(
Mm)

 

すで
に『
名
物
六
帖』

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る司
学
語
編』
で
(
筋)

斗」
の
見
出
し
に
対
し
て
右
に

に
「
キ
ン
ト」

を
付

す。
註
の
末
尾
に
「
筋ノ
字
或ハ
金
巾ニ
作ル」

と
あ
る。
『
雑
字
類
編』
は

ト

ン

ボ

ウ

カ
へ

リ

「
斤
斗
o

筋
。

翻
liiL

と
し
て
い
る。(

お)

と
ん
ぼ
泊
へ

読
本
な
ど
の
類
で
は
『
南
総
袈
見
八
犬
伝』
に
「
筋
斗
る」

と
いう
動
詞

ト
ン
ボ
ガヘ
リ」 、

(365 ) 

の
形で
使
わ
れ
て
い
る。

そ
れ
が
し

お
と
り
か
込
つ

ひ
と
り

え
り
が
み
か
し
っ
か

ひ
き
も
と

ね
ぢ
た
J

某
矢
庭
に
跳
蒐て、
一
賊
が
衿
上
掻
隅
み 、
引
戻
し
て
拝
胡
せ
ば 、
残

ふ
た
り
お
と
ろ
さ
L
か
り

う
た

こ
ぶ
し

ひ
ら
め

す
そ

と
ん
ぼ
が
へ

る
両
賊
骸
怒て、
打
ん

と
拳
を
閃
か
す。
下
を
払
ふ
て
筋
斗
ら
せ 、

お
き

は
じ
め

ひ
と
り

か
い
つ
か
み

う

ち

起
ん

と
し

た
る
初の一
蹴
を、
又
掻
脳
て
埋
面へ
投
込
み
(
下
略)

し 腕j 議て を h コ・ τλーま 丁f十遥土と 八
!三傘i田
阪と さ士つ、Jル 、 Q 口 め

の て…~ 、
央主撞fへ と
宮方法
斗史 る
り 修与て 煉t

の
一--， '*-ゃ

あ ま仁わ
な (士ら
終Z Vス
し え

ん
が
は

ず

と

縁
頬
の
賓
戸
打
倒

痛
し
/\ 。」

と
(
下
略)
(
第四
十
回)

と
ん
ぼ

『
八
犬
伝』
で
興
味
深い
の
は、
こ
こ
に
掲
げ

た
第五
十
八
回
の
例
が
「
筋

斗
る」
の
初
出
な
の
で
あ
る
が、
そ
れ
以
前に
「
筋
斗」
が
ニ
例
あ
り、
い
ず



れ
も
「
筋
斗
をう
つ」

と
読
ま
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る。

その
と
き

っ
ぱひ
と

は
た

当
下
寂
実一局
柳
は
(
中
略)
矢
庭
に
刀
を
奪
取
り、
身
を
ひ
ら
か
し
て
磯

と
欣
る。
掌の
冴
に

二
郎
は、
筋
斗
を
撲
で
倒
れ
け
り。

と 輔む盆、 四し 竺
均i郎守二
太た がひ;
がム 閃24J
腕百 すぞ巴
を仙拳手
挟告と レ
揚存 共て に

す
く

も
と
り

う
た

っ
け、
き

かλ

ま
う
ろ
く

足
を
巣
ふ
て
筋
斗
を
打
し、
続て
蒐
る
孟
六

(
下
略)
(
第一二
十
五
回)

こ
れ
を
ど
の
よう
に
位
費 、、つ
け
る
か
は、

〉円ノ 。

ま
た
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
ろ

『応氏六帖』の資料性

(
鈎)

とん
ぼ
が
え
る

『
妙
竹
林
話
七
偏
人』
に
も
「
筋
斗」
の
例
が
み
え
る。

源
兵
衛 、
此
時こ
れ
を
見
て、「
キ
ヤ
ア
ツ」

と一言
ひ
さ
ま 、
両
手
を
伸

べ 、
一
生
懸
命
茶
問主口
が
胸の

と
こ
ろ
を
突
き
の
め
せ
ば 、
不
意
を
打

た

ほ
う

あお
む

と
ん
ぼ
が
え
り

れ
て
茶
闘士口

は、
茶
台
も
茶
わ
ん
も
投
り
出
し、
仰
向
け
ざ
ま
に
筋
斗、

障
子
の

と
こ
ろへ
転
が
る
ゆ
ゑ
(
下
略)
(
五
編
上)

唐
話
の
流
行
が
契
機

と
なっ
て、
「
筋
斗」

と
「ト
ン
ボ
ガエ
ワ」

と
の
結

びつ
き
が
定
着
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろう
か 。
こ
の
中
で、『
名
物
六
帖』
を

ど
の
よう
に
位
置づ
け
るべ
き
か 。
吋
名
物
六
帖』
の
「
筋
斗・
斤
斗」
を
収

め
る
人
事
議は
安
永
六
年
(一
七
七
七)
に
刊
行
さ
れ
て
い
る。
東
涯
の
没
後

四
十一
年の
年で
あ
る。

と
こ
ろ
で、
天
理
図
書
館
古
義
堂
文
庫に
は
司
紀
開
小
臆』
二

十
九
冊
が
蔵
(
ぬ)

さ
れ
て
い
る。
すで
に
中
村
幸
彦
氏
が
「
東
渡
青
年
時
よ
り
の
読
書
抄
記」

と

し、『
応
氏
六
帖』
成
立
ま
で
の
「
準
傍
期
を
知
る
資
料」

と
指
摘
し
て
い
る

も
の
で
あ
る。
こ
の
『
紀
開
小
牒』
の
第五
冊
に
注
目
すべ
き
事
実
が
み
ら
れ

る。
「
斤
斗」
が
『
広
本
節
用
集』

と
ほ
ぼ
同
じ
形
で、『
祖
庭
事
苑』
の
説
を

引い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
が、
右
の
「ス
ギ
ダ
チ」
の
訓
が
抹
消
さ
れ 、

左に
「
ト
ン
ホ
カヘ
リ」
の
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
もっ

と
も、
厳

密に
は
「ホ
ン
ホ
カヘ
リ

る
の
だ 、か 、
い
ず
れ
に
し
て
も
「ス
ギ
ダ
チ」
を
ト
ン
ホ
カヘ
リ」
に日訂
し

た
こ

と
は
間
違
い
な
い 。
司
紀
開
小
腰』
第
五
冊
に
は
「
筋
斗」
も
採
録
さ
れ

て
い
る。
こ
ち
ら
に
は
傍
訓
は
な
い
が『
教
坊
記』
か
ら
の
説
を
載
せ
る。
『
俗

語
諜
義』
よ
り
も
か
な
り
詳
し
い 。
そ
れ
に
よ
る

と、〈一
小
児
/
ーーー

絶
倫

上
衣
以
/
繕
採流
洗
雑
於
内
妓
中
少
頃
縁
長
竿
倒
立
/
尋
去
手
以
足
掛
竿
久
之

垂
手
翻
身
市
下〉

と
あ
る。
〈
中
華
若
木
詩
抄〉
の
「上
竿
奴」

と
同
様
の、

の
第

の
「ホ」
を
「ト」
に
訂
正
し
て
あ

竿の
上
で
い
ろ
い
ろ
な
わ
ざ
を
す
る

ぅ 。
東
涯は
吋
祖
庭
事
苑』
や
『
教
坊
記』
の
説
を
読ん
だう
え
で、

に「ス
ギ
ダ
チ」

と
いう
訓
を
ひ

と
ま
ず
は
付
し

た
と
考
え
ら
れ
る。
同じ司
紀

開
小
臆』
の
第
九
冊
に、吋
郷
談
正
音』
か
ら
抜
き世一日
き
し

た
箇
所
が
あ
り、

し
ご
乗
り」
の
よう
な
も
の
で
あ
ろ

そ
措υこ
番タ

斗ヲ
担E
n 
1力
斗
正

(364 ) 

と
あ
る
の
も、
間
じ
理
解
を
示
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る。
『
紀
開
小

牒』
は
第五
冊
が
元
禄
七
年 、
第
九
冊
が
元
禄

十
四
年の
識
語
を
もっ 。
第五

冊
の
「ス
ギ
ダ
チ」
か
ら
「ト
ン
ホ
カヘ
リ」

へ
の
訂
正
が
い
つ
行
わ
れ

た
も

の
か
は
明
ら
か
で
は
ない
が、
元
禄
年
閣
に
東
涯
自
身
が
「
斤
斗・
筋
斗」
H

「ス
ギ
ダ
チ」

と
理
解
し
て
い

た
こ

と
を
『
応
氏
六
帖』
は
反
映
し
て
い
る

と

考
え
ら
れ
る。
「
斤
斗」

と
「ス
ギ
ダ
チ」

と
の
結
び
つ
き

は
特
殊
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず 、
『
応
氏
六
帖』
に
お
い
て
は
そ
れ
が
継
承
さ
れ

た。
そ
し
て、

そ
の
後の
「ト
ン
ホ
カヘ
リ」

へ
の

を
吋
名
物
六
帖』
は
受
け
継い
で
い

る
の
で
あ
る。
近
世
に
お
い
て一
般
的
で
あっ

た
と
思
わ
れ
る「
斤
斗」

と「ト

ン
ボ
ガエ
ワ」

と
の
結
び
つ
き
を、
主郎
氏
六
帖』
諾
本
が
ひ

とつ
も
取
り
い

れ
な
かっ

た
理
由

は
明
ら
か
で

は
な
い
が、吋
応
氏
六
帖』
が
出
版
か
ら
終
に

自
由で
あっ

た
こ

と
が
か
か
わっ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろう
か 。
つ
ま
り、

7 



刊
行
を
念
頭
に
お
い

た
反
省
的
な
見
直
し
が
行
な
わ
れ
な
かっ

た
た
め
に、

「ス
ギ
ダ
チ」
が
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ

た
と
考
え
る
の
で
あ
る。

宜

イ・
ン

ジ

ン

(

撒

堕)

第23集

『
応
氏
六
帖』
人
事
箪に
収
め
ら
れ
て
い
る。
諸
本
すべ
て
見
出
し

は
「
描

堕」 。
傍
訓
は
無
窮
会
本
の
み
「イ
シ
ヂン」 、
他の
八
本は
「
イン
ヂ
ン
(
早

大
本・
長
津
本・
黒
川
本) 、
イ
ン
ジ
ン
(
清
水
本・
静
嘉
堂
本・
神
宮
本・

山
田
本・
刈
谷
本)」
で
あ
る。
註
は
静
嘉
堂
本
に
「
丹
鉛
総
録
飛
瓦
石
之

戯」
と
あ
る
の
み
で、
他の
諸
本に
は
ない 。
ま

た、
無
窮
会
本は
こ
の
人
事

議に
お
い
て、
一
部の
項
目
に
下
位
分
類
の

た
め
の
符
号
をつ
けて
お
り、
こ

の
「
描
堕」
に
は
「
節
序」
に
分
類
す
る
こ

と
を
示
す
符
号、
が
付
さ
れ
て
い

る。
こ
の
、

は、
ほ
か
に
「
侍
座・
除
残・
走
解・
擬
柳・
譲
散・

照
虚
耗」
に
付
さ
れ
て
お
り、「
節
序」
は
節
季ご

と
の
行
事で
あ
る

と
考

え
ら
れ
る。
さ
ら
に
早
大
本で
は、
項
目
を
分
類
し

たう
え
で
排
列
を
改
変
し

て
お
り、
そ
の
中で「
節
序」
関
係
の
項
目

は
箪の
最
初に
集
め
ら
れ
て
い
る。

こ
の
早
大
本
で
も
「
馳
堕」
は
「
節
序」
に
含
め
ら
れ
て
い
る。
以
上
『
{泌
氏

六
帖』
の
諸
本の
状
態
か
ら
「
イ
ン
ジ
ン
(
描
臨)」
は
年
中
行
事
の
ひ

とつ

で
あ
る

と
と
ら
え
ら
れ
て
い

た
こ

と
が
わ
か
る。

と
こ
ろ
で、
安
原
貞
室
の
吋
か

た
こ

と』
に、

文化女子大学研究紀要

つ
ぎの
よう
な
記
述 、が
み
え

る。
ゐ
ん

ぢ

つ

ぶ

て

に
ハ

一
印
地

と
い
ふべ
き
をo
ゐ
ん
ぢ
ん

と
い
ふハ
如
何 。
飛
磯
をう
ち
侍
る
場

ぢ
ん

ば

に

ひ
が
こ
ふ
ろ
え

ぢ
ん

あ
や
ま

ゐ
ん

のo
棟
場
に
似

た
る

と
の
僻
心
得に
て。
ゐ
ん
棟

と
誤
り
け
る
に
や 。
印

ち

っ

ぷ

て

あ
と

ち

つ
き

ゐ
ん

地
と
は。
う
て
る
飛
磯の
跡の
地
に
付て。
印
を
残
し

た
る
やう
の
こ

を
し
て

L
ろ
成べ
し

と
云
り。

(
以
下
略)

右
の
記
述の
「ゐ
ん
ぢ
ん」
が
ヨル
氏六
帖』
の
「イン
ヂ
ン・
イ
ン
ジ
ン」

8 

の
こ

と
と
考
え
ら
れ
る。
す
な
わ
ち
「
描
隆一」
は
「
印
地」

と
同
じ
も
の
を
さ

ぢ
ん

す。
し
か
も
「ゐ
ん
瞭」
は
「
誤
り」
だ

と
し
て
い
る
の
で
あ
る。
同
じ
よう

な
解
釈
は
『
親
縮
涼
鼓
集』
に
も
み
え
る。

月
五
日
/俗
云
ゐ
ん
ぢ
ん
誤
也〉

こ
こ
で
も
「
ゐ
ん
じ
ん」

は
「
誤
也」

と
さ
れ
て
い
る。

「
印
地い

と
は
印
地
打
の
こ

と
で、
石
を
投
げ
あう
遊
び
で
あ
る。
こ
れ
に

つ
い
て
は
詳
論
が
すで
に
あ
る
の
で
詳
細
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
り、
こ
こ
で
は
簡

単に
述べ
る
に

と
ど
め
る。
ま
ず
『
平
家
物
語』
に
は
つぎの
よう
に
み
え
る。

知
康
送
事
に
を
よ
ば
ず 、
院
御
所
に
蹄
り
ま
い
て、「
義
仲
お
こ
の
者
で

候 。
只
今
朝
敵に
な
り
候
な
ん
ず 。
い
そ
ぎ
追
討せ
さ
せ
給へ」

と
申
け

れ
ば 、
法
皇
さ
ら
ば
し
か
るべ
き
武
士
に
は
仰せ
で、
山
の
廃
主・
寺の

長
吏に
仰せ
ら
れ
て、
山・一二
井
寺の
悪
僧
ど
も
を
め
さ
れ
け
り。
公
卿

殿
上
人の
め
さ
れ
け
る
勢

と
市中

は、
む
かへ
つ
ぶ
て・
い
ん
ぢ 、
い
ふ
か

ひ
な
き
辻
冠
者
原・
乞
食
法
師
ど
も
な
り
け
り。
(
巻八

ゐ
ん
ぢ
印
地

( 363 ) 

鼓
判
官)

木
曽
義
仲
を
追
討
す
る

た
め
に
法
皇
が
お
召
し
に
なっ

た
比
叡
山・
国
城
寺

の
悪
僧に
並
ぶ
の
が、
公
卿
殿
上
人の
召
し

た
「
む
かへ
つ
ぶ
て・
い
ん
ぢ 、

い
ふ
か
ひ
な
き
辻
冠
者
原・
乞
食
法
師
ど
も」
で
あっ

た。
引
用
し

た
古
典
文

学
大
系の
当
該
簡
所
の
頭
注
に
は
「
向
え
磯
や
印
地
を
得
意

と
す
る
賎
民
が
当

時
賀
茂
河
原
あ

た
り
に
巣
食っ
て
い

た」
と
す
る。
吋
義
経
記』
な
ど
の
例
を

み
て
も、
印
地
は
な
ら
ず
も
の

と
結
びつ
け
て

と
ら
え
ら
れ
て
い

た
よう
で
あ

る
室
町
時
代
に
な
る

と
印
地
は
五
月
五
日
の
遊
戯

と
し
て
も
行
な
わ
れ
る
よう

に
なっ
て
い

た
ら
し
い 。

『
節
用
集』
の
類
で
は、
少
異
が
あ
る
も
の
の
多
く
の
本
で
「
印
地」・「
困



『応、氏六帖Jの資料性

地」
の
両
形
を
掲
げ 、
註
は「五
月
五
日
世
俗
戯
間
一帯」

と
いう
内
容
で
あ
る。

先
の
『
腕
縮
涼
鼓
集』
に
も
「五
月
五
日」

と
あっ

た。

歳
時
記
に
お
い
て
も 、
印
池
は
端
午
の
節
句
に
ち
な
む
も
の

と
さ
れ
て
い

る。
『
誹
詰
初
学
抄』
に
は

一
端
午
節
左
近
右
近
の
馬
場
騎
射
し
ゃう
ふ
ふ
く
菖
蒲
か

た
ひ
ら向

万
い
ん
ぢ
〈
付
か
ミ
の
ほ
り〉

ち
ま
き

と
あ
る。
吋
山
之
井』・
吋
増
山
弁』・
明
誹
諮
新
式』・
吋
誹
諮
歳
時
記
梁
草』

な
ど
で
も
や
は
り
五
月
五
日
の
行
事

と
し
て
い
る。
印
地
は、
時に
は
流
血
の

惨
事
に
ま
で
歪
る
ほ
どエ
ス
カ
レ
ー
ト
し 、
中
位
以
来
し
ば
し
ば
禁
止
さ
れ
な

が
ら 、
子
供
の
遊
戯

と
し
て
江
戸
時
代
ま
で
生
き
残っ

た。
し
か
も
端
午の
節

句
の
行
事

と
し
て
は
ポ
ピュ
ラ
ー

な
も
の
で
あっ

た。
『
応
氏
六
帖』
が
「
措

堕」
を
「
節
序」
の
項
目

と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ

と
に
は
こ
の
よう
な
背
景

が
あっ

た
の
で
あ
る。

し
か
し 、
こ
こ
ま
で
に
掲
げ

た
例
は、
見
出
し

と
し
て
は
すべ
て「
イン
ジ

(ジ
と
ヂ

と
の
異
な
り

は
こ
こ
で
は
関
わ
な
い)
の
形で
あっ

た。

と
吋
親
縮
涼
鼓
集い
に
み
ら
れ

た
「
ゐ
ん
ぢ
ん」
は
い
ずれ
も
「
誤」
り

と
さ

れ
て
い

た。
し
か
る
に
『
応
氏
六
帖』
で
は、
無
窮
会
本
の
「
イ
シ
ヂ
ン」
を

で
あ
る。
「
イン
ジ
ン」
を
ど
の
よう
に
考
え

た
こ

と』

除
き、
すべ
て
「
イ
ン
ジ
ン

るべ
き
か 。

つ

ぶ

て

前
掲
の
『か

た
こ

と』
に
は
「
飛
礁
をう
ち
侍
る
場
の。
篠
崎明に
似

た
る

と

ぢ
ん

あや
ま

の
僻
心
得
に
て。
ゐ
ん
陳

と
誤
り
け
る
に
や」

と
あっ

た。
吋
時
代
別
居
語
大

辞
典
室
町
時
代
編』
一
の
「
い
ん
ぢ」
の
項
に
は、
「
印い

と
「
因い

と
の
用

字
に
関
し
て
「
意
識
が
用
字
面に
反
映
し

た
と

も
解せ
ら
れ
る」

と
す
る。
し

か
し
節
用
集
な
ど
で
「
iヂ

の
部
分は
すべ
て
「
地」
で
あっ

た
た
め
に、

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い 。

と
こ
ろ
が
漢
字
表
記
の
中
に

「
煉・
陣」
の
字
を
用い

た
例
を
見
出
すこ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る。

(
お)

ヰ
ン
ピア
ウ
ヲ

司
自制
漢
音
釈
書一一
皇子
考』
は
「
時
候
円」
の
下
に
「
印
地
打」
を
掲
げ
る。

註に
〈
又
作一一
菌
棟一 一。
端
午 ノ
戯
開 。
/
朝
鮮 ノ
人
謂コ
之 ヲ
石
戦
之
戯ぺ〉

と
あ

る。
こ
こ
に
「
商
陳」

と
いう
表
記
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る。

(
お)

ふ
り
づ
ん
ば
L

イ
ン
ヂ

ま
た、

『
和
漢
三
才
図
会』
に
は
「
瓢
石」
の
項
に
「
陰
陳」

と
いう
註

記
が
み
え
る。

ツブテ
飛
磯
ム
按
飛
磯 ハ
郷 ラ一一
瓦
磯イ
傷レ
人 ヲ
也
端
午 ノ
日
村
民
見
章
組げ
川 ヲ
飛

一…
瓦
石イ
或
用プ
瓢
石イ
終
日
闘
争 ス
謂一一
之 ヲ
膨
舵一
毎
歳
含 テ
憤 ヲ

一一
傷

ヨ ニ
人 ヲ
近
世
有
話
交ア
停一一
止
之…

「
イ
ン
ヂ」

と
いう
訓
が
付
さ
れ
て
は
い
る
が、
漢
字
表
記
は
「
詮
陳」
で

あ
る。

(
幻)

ま
た、

『
武
徳
安
民
記』
に
は
「
陰
陣」
の
例
が
み
え
る。

小
西
行
長
明
笑テ
申ケ
ルハ

(362 ) 

(
中
略)
今
日ノ
数ハ
後ノ
大
事ヲ
頼テ
競

ヒ
進ム
庭ヲ
足
入
ノ
地
形一一
テ
敵
進
退
心一一
任セ
ス
トハ

云
ナ
カ
ラ
狼
リ

一一
是
ヲ
追
ケ
ル
ユ
へ
再ヒ
追
返
サレ
又
守
返シ
偏ニ
河
原
陰
樟
菖
蒲
切ノ

風
情
論ス
ル
ニ
足
ラ
ス
(
巻二

十)

合
戦
の
推
移
を「
河
原
陰
陣
菖
漏
切ノ
風
情」

と
評
し
て
い
る
が、
こ
の「
河

原
陰
陣」
は
印
地
の
こ

と
で
あ
ろう。

以上
「
菌
陳・
陰
棟・
陰
陣」
の
例
は
い
ず
れ
も
音
読
す
る

と「
イン
ジ
ン」

と
な
る。
石
を
投
げ
合っ
て
戦う、

と
いう

と
こ
ろ
か
ら 、
出
陣・
陣
屋・
陣

(
ぬ)

鐘
な
ど
合
戦
に
縁
の
深い
「
陣
(
棟)」
の
字
を
あ
て、
そ
れ
が
契
機

と
なっ

て「
イン
ジ
ン」

と
いう
よ
み
が
行
わ
れ
る
よう
に
なっ

た
の
か
も
し
れ
な
い 。

司
東
踊
子』
に
は
つ
ぎの
よう
に
あ
る。

い
ん
ぢ
う
ち

じ
ど
う
た
は
む
れ

せ
い
け
ひ
〉

き

わ
ろ
ん
ご

い
ん
ぢ
ん

印
地
打
の
見
童
の
戯は、
清
家
筆
記
の
和
論一訪問に、
国
陳

と遊間
た
る
庭
あ

I

h'
b
hf

》
\
じ
ま

い
ん
ぢ
う
ち

り。
今
に
も
此
花
芯
き
枠
島

と
云
躍に
は、
印
地
打
を
ぜり。
京
師
の

9 
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しゃ
う
に

や
な
ぎ

えだ

っ
く

ぼ
う

ぼ
う

あ
や
ま

小
児 、
柳
の
校
を
以
造
れ
る
印
地
の
棒
を、
ぢ
ん
/\
の
棒

と
誤
り
て

し
や
う

い
と
け
な

じゃ
う
し
た
ん
ご

稀せ
り。
(
中
略)
??
幼
き
頃
迄
は、
ぢ
ん
/\
の
棒

と
て、
上
巴
端
午

もて
あ
そび

ぐ
わ
ん
らL
LV
ぬ
う
ち

L
ぬ
お
ふ
もの
た
は
む
れ
き

等に
は
翫
物

と
せ
り。
元
来
犬
打
に
て、
犬
追
物
を
戯
擬せ
り

と
ぞ 。

「
イン
ジ」
を
京
都
の
子
供
連
が
「
ぢ
ん
/\」

と
称
し

た、
と
いう
の
で

あ
る。
そ
し
て
そ
れ
を
「
誤
り
て」

と
と
ら
え
て
い
る。
『
日
十中
国
語
大
辞
典』

は
こ
れ
に
「陣
陣」
の
漢
字
を
あ
て
る。
「
ぢ
ん
/'\」
ま
で
は
変
化
し
て
い

な
い
「イン
ジ
ン」
も、
あ
る
い

は
こ
れ
が
端
午の
節
句
の
遊
戯

と
し
て
定
着

し
て
き

た
こ

と
と
か
か
わっ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い 。
お
そ
ら
く口
頭
語

と
し

て
は
よ
く
使
わ
れ

た
の
で
あ
ろう。
『
か

た
こ

と』
や
『
親
縮
涼
鼓
集』
の
言

及
が
逆
に
そ
れ
を
裏
付
け
る。
し
か
し
刊
行
に
捺
し
て
傍
訓

と
し
て
掲
げ
る

た

め
に
は
採
用
さ
れ
に
くい
語
形
だっ

た
の
で
は
な
い
だ
ろう
か 。
そ
れ
を
空泌

氏六
帖』
は
傍
訓

と
し
て
掲
げ
て
い
る。

『
名
物
六
帖』
に
は
「
拠
堕」
は
な
く 、
か
わっ
て
「
撒
埼」
が
掲
載
さ
れ

い
る。
「培」

は
も

と
も

と
磁
を
投
げ
る
遊
び
の
意で、「
描
堵」
の
ほう
が
正

姿で
あ
る。
傍
訓
は
「
イシ
ウ
チ」
で、『
升
庵
集』
か
ら
の
註
が
あ
る。
「
拠

埼」
の
直
前に
は
「
打
瓦」
が
あ
り、
「
見レ
下 一一」

と
註
さ
れ
て
い
る。

『
紀
開
小
臆』
に
は、
第一
冊 、
第二
冊
に
「
描
堵」
が
み
え
る
が、
ど
ち

ら
に
も訓

は
付
さ
れ
て
い
な
い 。

司
名
物
六
帖』
が
出
版
に
際
し
て
「ツ
ブ
テ
ウ
チ・
イシ
ウ
チ」
を
選
ん
だ

の
に
対
し
て
『
応
氏
六
帖』
が
「イ
ン
ジン」
を
継
承
しつ
づ
け

た
こ

と
は
示

唆
的
で
あ
る。
『
応
氏
六
帖』
に
つ
い
て、
き
わ
め
て
口
頭
語
的
な
訓を
含
ん

で
い
る
可
能
性
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る。

な
お 、
『
応
氏
六
帖』
無
窮
会
本の
「イ
シ
ヂ
ン」

は
「
イ
ン
ヂ
ン」

と
「イ

シ
ウ
チ」

と
が
混
渇
し

た
も
の

と
考
え
ら
れ
る。

文化女子大学研究紀要
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蹟

ヒ

ル

ト
ビ
・

ヒ

ル

ガ

ン

ド

ウ

(

白

撞)

司
応
氏
六
帖』
諸
本で
は、
増
補
本
系の
長
調停
本・
黒
川
本

と
そ
の
他
の
諸

本
と
で
傍
訓
が
異
なっ
て
い
る。

清
水
本・
静
嘉
堂
本・
神
宮
本・
早
大
本・
山
田
本・
無
窮
会
本・
刈
谷
本

は
諸
本
ほ
ぼ
異
同
な
く 、

白
撞
同
上

で
あ
る。

た
だ
し
静
嘉
堂
本
は
「
向
上」
の
在
に
「ス
リ」

と
あ
る。

いっ
ぽう

、
長
浮
本・
単一一'
川
本で
は

自

撞
向
上

と
あ
り、『
応
氏
六
帖』
に
は
「ヒ
ル
ト
ビ
ヒ
ル
ガ
ン
ト
ウ」
の
二
種
の

( 361 ) 

訓
が
み
ら
れ
る。

「ヒ
ル
ト

ど
は
「
ひ
る

と
ん
び」

と
同
じ
もの
で
あ
ろう。
『
物
類
称
呼
吋 )

の
「ぬ
すひ

と」
の
項に
は
つ
ぎの
よう
に
あ
る。

O
須
利
東
圏に
て
い
ふ
〈
す
り

は
ぬ
す
び

と
の
党
語
/也

と
ぞ
又一一一
才
図
禽

ニ一
説
有
略ス〉
江
戸
に
で
き
ん
ち
ゃ
く
き
り

と
云
上
総に
てo
さ
が
ら

と
い
ふ
摂
州
に
てo
ひ
る

と
ん
び

と
い
ふ
〈

と
ん
び

は
鳶
也
も
の
を
さ
ら

ふ
と
云
心

と
/か
や
東
国
に
て
ま
れ
/\
に
か
く
もい
ふ
也〉

撰
州で
は
「
す
り」
を
「ひ
る

と
ん
び」

と
いう

、
と
いう
の
で
あ
る。
「ス

リ」
と
「ヒ
ル
ト
ビ」

と
の
結
びつ
き

は
司
応
氏
六
帖』
静
嘉
堂
本の

も

み
ら
れ

た。か
た
ち

り
ん

た
い
さ
だ
ま
り

めづ
らし

いっ

こ
れ

か

人
の
形
醸
も
五
倫
五
鰻
お
定
ぢ
や
ア
奇
く
ね
え

と
か
云
て、
是に
も
流
行

もの

う
し
ろ

ほ
う

め

が
あっ

た
ら
ひ
ょ
ん
な
物
だ
らう
よ 、
(
中
略)
後の
方
に
も
限
が
あ
ら

さ
き
ど
も

わ
き

ひ
る
と
ん
び

ょ
う
じ
ん

ば 、
お
先
供
の
傍
よ
れ
も
い
ら
ず 、
昼
鳶の
用
心
に
も
よ
し

と、
恨
の



子L�
を
前主
後ご
"" 
iEA 

回 し
)明あ

け
る
の
さ

(吋四
十
八
癖』

『応氏六帖』の資料性

こ
の
例
も
や
は
り
「
す
り」
に
対
す
る
用
心
が
い
い 、

と
いっ
て
い
る
の
で

あ
ろう。
『
物
類
称
呼』
に
「

と
ん
び
は
鳶
也
も
の
を
さ
ら
ふ

と
云
心

と
か
や」

と
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
よう
に
「ひ
る

と
ん
び」
に
は、
相
手
に

気づ
か
れ
な
いう
ち
に
か
す
め

と
る、

と
いう
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
あ
る。
そ
れ
に

比
し
て「
ひ
る
が
ん
どう」
の
例
の
ほう
は、
もう
少
し
凶
悪
な
よう
で
あ
る。

源
九
郎
舟
よ
り
あ
がっ
て
切
て
かL
れ
ば
無
蔵
も
ぬ
い
て
ひ
ら
め
か
す。

此
い
きほ
ひ
に
恐
れ
を
な
し。
い
ふ
に
か
ひ
な
き
わ
か

たう
中
間
ひ
る
が

ん
だう
よ
を
ひ
は
ぎ
よ 。
出
あへ
/-\
を
カ
に
て
皆
ち
り
人\
に
ぞ
逃
に

け
る。

(『
蛾
一脅
か
る

た』
第五)

こ
れ
は
加
賀
郡
弓
師
高
が
源
九
部

と
無
蔵

と
いう
手
下
を
伴っ
て、
姉の
戸

無
瀬
を
襲う
場
面で
あ
る。
若
党・
中
間
が「ひ
る
が
ん
だう
よ
を
ひ
は
ぎ
よ」

と
いっ
て
逃
げ
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら 、
」
こ

は
「
す
り」
の
こ

と
は
考
え
に

、
c

ノ\、
1V

(
必)

同
じ
く
近
松
門
左
衛
門の
作

と
さ
れ
て
い
る『
田
村
将
軍
初
観
音』
に
も「
ひ

る
が
ん
だう」
の
例
は
み
え
る。

ハ

二
人の
男こ

と
を
見
す
ま
し
あ
ひ
づ
の
呼
子
を
吹
け
れ
ば
こ
kふ
か
し
こ
の

A

A

 

松
か
げ
そハ
か
げ
く
ま
人\
よ
り
数
十
人ば
ら
/\

と
取
まハ
す
馬
か

た

ま
ん
中へ

と
ん
で
臥ャ
ァ

さ
せ
ぬ
/\
(
中
略)
や
せ
ぬ
す
人の
ひ
る
が

ハ

ん
だ
人ふ
き
や
ち
る
様
なご
ま
の
は
ひ
ゐ
な
か
道
者
を
な
ぶ
っ
て
似
せ
く

A

 

ま
の
ゐ
の
つ
き
付う

れ九ゆ
す
りハ
くハ
ぬ
道
中の
見せ
し
め
か

た
は
し
か

ら
ふ
ミ

殺
さ
ん

や
は
り
襲っ
て
き

た
男に
対
し
て
「や
せ
ぬ
す
人
の
ひ
る
が
ん
だう・
:・」

と
いっ
て
い
る。
む
し
ろ
相
手
を
の
の
し
る
こ

と
ば

と
と
る
ほう
が
よ
い
か
も

し
れ
な
い
が、
こ
れ
も
「
す
り」
で
は
な
く

み
て
の
発
言で
あ
ろう。

「ヒ
ル
ガ
ン
ド
ウ」
の
「カ
ン
ド
ウ」

は、
諸
辞
書
「
強
盗」
の
字
を
あ
て

(
村)

る
よう
に、
「
がう
だう」
(『
臼
葡
辞輩出』
の
EC)

と
同
じ
で
あ
る。

節
用
集の
類で
は
ほ

と
ん
ど
の
本
が
「強
盗・
強
禁い一一
様の
表
記
を
掲
げ

る。
訓
は
「カ
ウ
タ
ウ・
ガ
ウ
ダ
ウ・
ガ
ウ
ダ
ブ・
カ
ウ
タ
ウ」
な
ど
で
あ
る

が、
中で
伊
勢
本
略
本
の
亀
田
本
が

ガン
ダワ

強
盗
〈
或
作
/
黛〉

と
し
て
い
る
の
が
注
尽
さ
れ
る。
こ
の
亀
悶
本は
「
盗
人」
の
訓
も
「ヌ
シ

ヒ
ト」

と
あっ
て
他
の
節
用
集

と
は
異
なっ
て
い
る
が、「カ
ン
ダ
ウ」

と「ヌ

シ
ビ
ト」

と
は
閉
じ
重
さ
で

は
な
い
よう
に
思う。

司
下
学
集』
・

『
運
歩
色
葉
集』

る
が、
い
ずれ
も

い
は
ぎ」」
の
よう
な
も
の

と

『
塵
芥』
な
ど
に
も
「
強
盗」
は
み
え

(360 ) 

ガ
ウ
ダ
ウ・
カ
ウ
タ
ウ・
ガ
ウ
タ
ウ」
な
ど
で
あっ
て
tI 

ン
i」

の
形
は
み
ら
れ
ない 。(

お)

カ
ンタ
ウ

と
こ
ろ
が
『
合
類
節
用
集』
に
は
「
強
盗」

と
あっ
て
「ガン
ダ
ウ」
の
訓

が
付
さ
れ
て
い
る。
ま

た
『
和
漢
音
釈
議
言
字
考』 4)で
は

に
「ガ
ウ
ド
ウ」

と
し

たう
え
で、
左
に

(強)
盗」
の
右

ガ
ン」

と
いう
音
が
付
さ
れ
て
い

る

(門別)

hM
す
ひ
と

『
和
漢一一一
才
図
会』
で
は
「
留が八い
の
項に

強
盗
〈
俗
云
糞
牟
/止
字〉

と
あ
り、
さ
ら
に

「帆 ャ
叫 リ・
家
舟
断・
山
脇・
即
舵」

と
並
ん
で
「
配

盗」
が
み
え
る。

こ
の
「ガ
ン
ド
ウ」
に
つ
い
て
『
倭
訓

色日 、

が
ん
だう
強
盗の
唐
音
ぎ
や
ん
だう
の
就
也

と
い
へ
り

と
述べ
て
い
る。
「
ギ
ヤ
ン
ダ
ウ」
が
「
強
盗」
の
唐
音で
あ
り、
そ
れ
が

11 



誰っ
て
「ガ
ン
ダ
ウ」

=;] ，� 

唐た
話 づ
纂た
要と，�� 

巴)う
凡 の出 γt
T あ
Eえ
がで
き
る

に
つ

「
ギ
ヤ
ン
ダ
ウ」

て
有2は
許j岡多1: 島
強1冠
盗;Z3
〈ソ
コ
パ
グ
ノ
山タ
チ
/ア
リ〉

ま
た

「
強
盗」
の
例で
は
な
い
が
荻
生
担
保
の
豆一昨
笠
初
編』
に
つ
ぎ

の
よう
に
あ
る。

(
中
略)
又
俗
語一一
マ
サ
ル
ト
ヨ

第23集

〔強〕
ツ
ヨ
キ
ト

訓ス
弱ノ
反
劉ナ
リ

MT
ヤ
ン
ズ
ア
ツ
コ
ウ

ム
強
似
阿
寄ハ
アニ
マ
サ
リ
ナ
リ

「強」
の
俗
語
の
発
音 、
つ
ま
り

唐
音
は
「
ギ
ヤ
ン」
で
あ
る
こ

と
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る。
湯
沢
質
幸
氏
に
よ
れ
ば
中
間
語
音で
宕
摂
は

中
古
音'M
do
↓

康
代
音
昔
話
↓
吋
中
原
音
韻』'oa

と
変
化
し
て
お
り、
呉
音・
漢
音
で
は
通
例G
ウ
形
が
与
え
ら
れ
る

と
い

一明

百
山
や
祖
篠の
「ギ
ヤ
ンい
の
「ン」

は
韻
罵
を
そ
の
ま
ま
写
し

た
も
の、

と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る。
ま

た、
『
中
原
音
韻』
の200
で
あ
れ
ば 、
「ガ
ン」

文化女子大学研究紀要

こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
「ギ
ャ
ン」

と
「カ

と
な
る
可
能
性
も
あ
る。
し
か
し、

ン」
と
を
直
接
結
びつ
け
る
よう
な
資
料
を
見
出
すこ

と
は
で
き
な
かっ

た。

さ
て、
『
応
氏
六
帖』
で
は
前
述の
よう
に
七
本
が
「ヒ
ル
ト
ビ」 、
長
津
本

・
黒
川
本の
二
本
が
「ヒ
ル
ガ
ン
ト
ウ」
で
あっ

た。
『
名
物
六
帖』
の
「
白

撞」
に
は、
長
津
本・
黒
川
本

と
悶
じ
「ヒ
ル
ガ
ン
ト
ウ」
の
訓
が
付
さ
れ
て

い
る。
誌

と
し
て
は
吋
幼
事
須
知』
の
書
名
を
掲
げ
る
の
み
で
あ
る
が、
つ
ぎ

の
「
白
撞
賊」
は
や
や
詳
し
い
註
を
載
せ
る。

郎
町昨
脱
〈

繍潤嶋崎四
白
日
撞ニ
入
人
家一 一
/
見レ
物
便
取
謂一一
之 ヲ
|!

っ

こ
の
説に
よ
れ
ば 、
や
は
り
「ヒ
ル
ガ
ン
ド
ウ」

は
白
昼
の
押
し
込
み
強
盗

の
こ

と
で
あ
る。

と
こ
ろ
で
吋
紀
開
小
腐』
は
「
白
撞」
の
見
出
し
に
吋
類
審
纂
要』
の
説
を

付
す。
吋
類
審
築
要』
は
司
名
物
六
帖』
で
は
今
あ
げ

た
「
白
撞
賊」
に
採
ら

れ
て
い
る
が、
『
紀
開
小
騎』
で
は
「
賊」
は
引
用
の
最
後に
「
iil

賊」
と

あ
る。
こ
の
「
白
撞い
に
『
紀
開
小
騎』
で
は
「ヒ
ル
ヌ
ス
ヒ
ト」

と
いう
傍

訓
が
付
さ
れ
て
い
る。
「ヒ
ル
ヌ
ス
ヒ
ト」

は
か
な
り
古
く
か
ら
あっ

た
よう

(
臼)

(
門出)

で、
『
今
昔
物
語』
に
例
が
み
え
る。
ま

た
『
日
葡
辞
書』
に
は
「
昼
の
盗
人 、

す
な
わ
ち 、
図々
し
い
盗
人」

と
いう
註
記
が
み
え
る。

以
上
の
よう
に、
「
白
撞
(
賊
ど

と
いう
同一
の
見
出
し
に
対
し
て
内
応
氏

六
帖』・司
名
物六
帖』・
『
紀
開
小
臆』
で
「ヒ
ル
ト
ビ・
ヒ
ル
ガ
ン
ト
ウ・
ヒ

ル
ヌ
ス
ビ
ト」

と
いう
三
様
の
訓
が
み
ら
れ

た。
こ
の
中で

は
吋
紀
聞
小
階居

の
「ヒ
ル
ヌ
ス
ビ
トい

が、
一訟
の
説
明

と
し
て
は
最
も
わ
か
り
や
すい
で
あ
ろ

う。
し
か
し、
「ヒ
ル
ト
ピ」
あ
る
い

は
「ヒ
ル
ガ
ン
ド
ウ」
の
ほう
が、
東

珪
や
そ
の
周
辺
の
人々
に

とっ
て
は
生
き

た、
耳
近い
一語
だっ

た
の
で
は
な
い

カ

12 

立子
語
編』
で
は「
白
撞」
の
見
出
し
の
右
に「ヒ
ル
ガ
ン
ト
ウ
ヘ
左
に「オ

シ
コ
ミ」
の
訓
を
付
す。
吋
雑
字
類
編』
で
は
や
は
り
「
白
撞」
の
見
出
し
の

右
に
「ヒ
ル
ヌ
ス
ヒ
ト」 、

に
「ヒ
ル
ガ
ン
ダ
ウ」
の
訓
を
付
し、
「ヒ
ル
ト

(359 ) 

ピ」
は
み
え
ない 。

いっ
ぽう
『
酷
引
小
説
字
裳』
で

は

対
し
て
〈ヒ
ル
ト

/ン
ピ〉

と
いう
註
を
付
す。
ま

た
『
俗
語
解』
で
は
「
白

日
撞」
の
註
に
「ヒ
ル
カ
ン
ド
ウ
ヒ
ル
ト
ン
ビ」

と
み
え
る。
主文
那
小
説
字

(
円出)

ハ
ク

シ
ア
ト
ウ

索』
で
も
向
じ
「(
白)
日
撞」
の
註に
〈
白
議ニ
往
来
人ノ
提ル
物ヲ
取ル

/モ
ノ 、
此
方ニ
云フ
ヒ
ル
ト
ン
ビ〉

と
あ
る。
こ
の
よう
に
諸
議
に
よ
り
様

々
で
あ
る
が、
大
部
分は
「ヒ
ル
ガ
ン
ド
ウ」

と
「ヒ
ル
ト
ン
ビ」
で
あ
る。

な
か
で
も
「ヒ
ル
ト
ン
ビ」

は、
現
在で
も
京
都・
蚊
阜・
愛
知
あ

た
り
か
ら

岡
山・
一福
岡
ま
で、
生
きつ
づ
け
て
い
る
語で
あ
る。
こ
れ
も
「イン
ジ
ン」

と
同
じ
く 、
き
わ
め
て
口
頭
語
的
な
も
の
を
司
応
氏
六
帖』
が
訓

と
し
て
付
し

(
白)

と
いう
見
出
し
に



て
い
る

と
み
る
こ

と
が
で
き
る。

お

わ

り

「ス
ギ
ダ
チ
1ト
ン
ボ
カ
エ
リ」 、「
イ
ン
ジ
ン
i

イ
チ
ウ
チ・
ツ
ブ
テ
ウ

『応氏六粘』の資料性

チ」 、「ヒ
ル
ト
ビ
ヒ
ル
ガ
ン
ド
ウ」

と
いう
傍
訓
の
比
較
を
通
し
て
吋
応
氏

六
帖』
の
資
料
性
に
つ
い
て
考
え
て
き

た。
最
初に
も
述べ

た
よう
に、
こ
れ

ま
で
吋
応
氏
六
帖』
は
『
名
物
六
帖』
の
編
纂
過
程の
産
物
以
上
の
位
援
を
与

え
ら
れ
て
い
な
かっ

た。
『
名
物
六
帖』
の
名
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ

た
た

め
に、
そ
の
よう
な
位
置づ
け
は
『
応
氏
六
帖』
伝
本
の
内部
に
も
無
意
識
に

あ
ら
わ
れ
る。

た
と
え
ば
替
嘉
堂
本
は
表
紙

と
白
録
を
「
磨
氏
名
物六
帖」

と

し
て
い
る
(
本
文
は
すべ
て
「
臆
氏
六
帖」) 。
刈
谷
本
は
吋
名
物
六
帖』
の
目

録
を
そ
の
ま
ま
最
初に
掲
げ
て
い
る。
も
ち
ろ
ん
こ
の
目
録
は
『
応
氏
六
帖』

本
文
と

は
まっ

た
く一
致
し
な
い
か
ら 、
刈
谷
本の
書
写
者
は
『
名
物
六
帖』

か
ら
目
録
だ
け
を
転
載
し

た
の
で
あ
ろう。
ま

た
清
水
本で
は
表
紙
題
筆
を
上

・
下
冊

と
も
に
「
名
物六
帖」

と
す
る
(
本
文
は
すべ
て
「
麗
氏
六
帖」) 。

し
か
し
『
応
氏
六
帖』
は
司
応
氏
六
帖』

と
し
て
の
系
譜

と
広
が
り
を
もっ

資
料
で
あ
る。
本
稿で
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
通
し
て
も、『
名
物
六
帖』
ゃ

あ
る
い

は
『
紀
開
小
臆』

と
は
異
な
る
独
自の
価
値
を
もっ
資
料

と
し
て

と
ら

え
ら
れ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
なっ

た。
た
だ
し
本
稿で
明
ら
か
に
し
え

た
の
は

そ
の
可
能
性

と
方
向
性

と
に

と
ど
ま
る。
『
応
氏
六
帖』
が
吋
名
物
六
帖』
や

『
紀
聞
小
績』

と
異
な
る
傍
訓
を
付
す
項
目

は
多
数に
の
ぼ
る
が、
そ
の
よう

な
例
が
すべ
て
問
じ
方
向
を
さ
し
て
い
る

と
は
限
ら
な
い 。
個々
の
例
に
つ
い

て
の
分
析
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
に
よっ
て、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度か
ら
『
応

氏
六
帖』
の
独
自
性

と、
他
資
料

と
の
共
通
性

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろう。
さ
ら
に
い
くつ
か
の
項
目
に
つ
い
て
簡
単に
ふ
れ

て
お
く 。
「
鐙
倉」
は
『
応
氏い
に
「ホ
ソ
イ
リ」 、
『
名
物』
に
「ヤ
ジ
リ
キ

リ」
の
訓
が
み
ら
れ
る。
「ヤ
ジ
リ
キ
リ」

は
例
を
見
出
すこ

と
の
容
易
な
語

で
あ
る
が
「ホ
ソ
イ
リ」

は

に
見
出
し

た
だ
け
で
あ
る。

氏
六
帖』
の
官官
写
者
に

とっ
て
も
「ホ
ソ
イ
リい

は
な
じ
み
の
薄い
語で
あっ

た
ら
し
く 、
神
宮
本・
早
大
本
「ホ
リ
イ
リ」 、
刈
谷
本
「ホ
ソ
イソ」 、
多
和

本
「ホ
ツ
イ
リ」
の
よう
に
す
る。
ま

た、「ヒ
ル
ト
ビ」

と
同
様 、
長
津
本

・
東
大
本
は
「ヤ
ジ
リ
キ
リ」
の
訓
を
付
し、
他の
八
本

と
異
な
る。

「
井
欄」
の
「
ヰッ、い
(『
応
氏』)

と
「
ヰ
ト
ヤ
カ
タ」
(吋
名
物』) 、「
畑

蓋・
姻
敬」
の
「モ
ノ
ミ」

(『
応
氏』)

と
「ヒ
ノ
ミ
ヤ
ク
ラ」
(吋
名
物』)
は

『
名
物六
帖』
が
新
し
い
語
形
を
採
用
し
て
いっ

た
例

と
考
え
ら
れ
る。

「
単
列」
の
「イ
ツ
キ
ウ
チ
(『
応
氏』)

と
「
イ
ツ
キ
タ
チ」
(『
名
物』) 、
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「
闘
騒」
の
「ジ
キ
サ
ウ」
(『
応
氏』)

と
「カゴ
ソ」
(『
名
物』)
は
『
名
物

六
帖』
の
訓
の
ほう
が
見
出
し
語
の
意
味
を
正
確に
伝
え
て
い
る。

中
村
幸
彦
氏
は
『
名
物
六
帖』
人
品
築
将
校
兵
卒の
条に
つ
い
て、
自
筆
底

本
と
刊
本

と
の
訓
を
比
較
し、「
東
涯
の
は
意
訳
で
あ
る
が、
出
来
る
だ
け
臼

本
語の
単
語で
訳
を
与
え
よう

と
し

た。
為
に
宝
暦で
は
や
や
古い
語
感の
も

の
に
なっ
て
い
る。
刊
本の
は
出
来
る
だ
け
原
意
を
忠
実に
あ
ら
わ
そう

と
し

た
為
に、
や
や
生
硬に
なっ

た。
し
か
し
語
感は
新
し
く
なっ
て
い
る

と
云
え

(
お)

る。」
と
分
析
し
て
い
る。
さ
ら
に
資
料
の
隔
を
拡
げ 、一言
語
の
地
域
差
な
ど

も
考
え
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い 。

註吋名
物ムハ
帖』
は
昭和五
十四
年に
朋
友来日広か
ら
影印刊
行されて
い
る 。
板

本剖帖分に
米刊部分を
橋本によっ
て
織っ
た
もので
ある 。
天理
図書
館複製
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第四刊
号 。

2
荒尾
禎秀氏
「
雑
字類
一線と
名
物六帖」
『東
京
学芸
大学
紀要第一一
部
門人
文

科学』
お
(昭
和四
十九
年一
月) 。

3
「昭和九
年壬
辰九
月」

の刊
記 、
「
脇坂
仙二
郎・
浅井庄右衛
門・
小林庄
兵

衛」
の44函
館名をもっ
本によっ
た 。
書
時坪名の異なる
本の影印が
「
療話辞
書

類集」
第十六集に
収め
られて
い
る
(昭
和四
十九
年汲古来日院刊) 。

4
司日
本古
典文学大辞
典』
「
名物六帖」

の項 。
清水
茂氏執筆 。

5
最近のも

のと
して
は
徳田
武氏
「『北箆
懲滋
録』
白話語
業
出
拠考
i!i特

に
『名
物六
帖』
と

の関連にお
いて
iii」

『図
語と
翻
文翠』(平
成一元年十一

月)
が
ある 。

6
中
村
幸
彦氏
「
名
物六
帖

の成立と
刊
行」
「ヒ
ブ
リア』
打
後に
「中
村
幸

彦著
述集」
に
収録 。

7
十
本のうち
山白
木・
恩一一'川
本は
山田
忠雄氏

の御厚意によ
り写

真を入
手す

るこ
とがで
きた 。
記して
感謝申し
上げる 。
長
津
本は
「唐話辞書
類
集」
第

十二
集

の彩
印に
よっ
た 。
多和
文庫本は
思文学研究
資料館のマ
イクロ
フィ

ルム
ならび
に
紙焼
写
真に
よっ
た 。

8
「応
氏六
帖

の諸
本」
『辻
村敏樹教
授士口
稀記
念論文訪米』
掲載予定 。

9
以下 、
引用に
際し
て 、
細
字双行は
〈
〉
で
示す 。
/は
改行を示す 。

ω
「寛、
柔失額
仲秋
吉良
/豊
雪
矯道
伴
新
築行」
と
ある
坂
本によっ
た 。
『〈語

学
資料
/として

の〉
中華若木詩抄(校
本)』(清文堂
昭
和五
十二
年一一一
月)

に
よれば
引用部
分に
大きな
異同は
ない 。

日
「
近世
文学
資
料類
従
仮
名草
子
編」
@(
勉誠
社
昭
和五
十二
年凶
月)

一所収の影印によっ
た 。

ロ
『増補僅一一一日集
覧』(明治三
十三
年)

の昭和四十五
年複製
本によっ
た 。

日
『初
期
俳詩集』(「新日
本
古
典文
学大
系」
岩波書広
一
九九一
年五
月)

所収の本
文によっ
た 。

リ凶
「
正
保四
歳正
月士口門口
二
位開通
鶴屋町
田
原
仁左衛
門
枠行」
と
ある
早
大

図書
館蔵本によっ
た 。

日
吋
改訂
新版
文明
本
節用集
研究並び
に
索
引』
影
印
綴(
勉誠
社

十四
年九月)
によっ
た 。

日山
『古
今
箸間
集』
(「日
本
古
典文
学大
系」
岩波書庖

第23集文化女子大学研究紀要

昭和四
十一
年第 昭

和五原リ

-
昭
和四十九
年第
九
刷)

の本
文に
よっ
た 。

げ
吋山首阿
弥
芸術
論集』
(「
新潮日
本
古
典集
成」
新
潮
社

-
平成一万年第九
刷)
所収の本
文に
よっ
た 。

日
『〈元
亀二
年
/京
大本〉
運
歩色
葉集』
(
続川
市音信
昭和四十四
年十二
月

初版・
昭和六十一一一
年一
月再
版)

の影
山仰に
よっ
た 。

mw
『一苅和三
年版下学集』(新生
社(昭
和四
十三
年三
月)

の影印に
よ
る)
に

は
「取次
筋斗」
と
ある 。
『慶長五
年本
節用集』(清文堂
(一
九八
九
年二

月)『〈慶長
/五
年
本〉
節用集・
国
尽
薬
種い
ろは
抄』
所収の影印に
よ
る)

に
も
同様の例が
み
える 。
2口類
節
用集』
(勉誠
社
(紹和五
十凶
年二
月)

の

影印に
よ
る)
で
も
「敬次
筋斗〈又
云
/菩薩〉
四
度路」
と 、
やは
り「

取次

筋斗」
に「シ
ドロ

モ
ドロ」

の訓が
付さ
れて
い
る 。
ど

のよ
うな

経緯でこ
の

両者が
結びつ
い
た

のか
は
不明で
あるが 、
「
筋斗」
と
「モ
ン
ドリ」
と

の
結

びつ
きが
かかわっ
てい
るか
もし
れ
ない 。
なお
東涯の随
筆『乗燭認』(『日

本随
筆
大成』)
巻ムハ
(
古川弘
文館
昭
和二
年九
月)
に
よ
る)
に
「取次ノ

コ
ト」
として
「取次」
を
「シ
ドロ

モ
ドロ」
と
訓ずるこ
とにつ
いて
述べ
て

い
る 。
しか
し
そこ
に
は「
筋斗」
につ
いて

の言及は
ない 。

初
「唐
話辞書
類
集」
第七集
(
汲
古書
院
昭
和四
十七
年二
月)
所
収

の影
印

に
よっ
た 。
なお
『唐
謬便覧』
には
東
涯

の
序文を
載せ
る 。一回子保十一
年と
あ

るが 、
『名物ムハ
帖』

の
最初の刊
行は
翌
享保
十二
年で
ある 。

幻
「唐話辞書
類
集」
第十・
十一
集
(汲古書
院
昭和四十七
年
四
十九
年)

所収の長期伴本影印によっ
た 。
なお
十一
集に
は 、
桂川中良が
項目をい
ろは

順か
ら
画
引 、
頭
字削加に
排列しなお
した

静嘉
堂本の影
印も収め
るが 、
こ
ち

らは
完本で
は
なく 、
「翻金
斗」
はみ
えない 。

明ω
「唐話辞
欝類集」
第
十七
集
(汲
古
書
院
昭和
田十
九
年九
月)
所収

の
影

印によっ
た 。
こ

の影
印の底
本は 、
長
浮規
矩也氏の解
題に
よ
れば 、
宮、氷辰

の
書写増補自
筆
稿本で
ある 。
また 、
「文
化十二
年九月
騰写
大
野伴蔵々
」

とい
う

識
認

のある
早
大本で
は
「トン
ボ
カヘ
ワ」 、

引
用
来
日市は
「能立」
と

なっ
てい
る 。
「協同話辞書
類集」
第二
集
(汲古来回読
昭和四十五
年五
月)

所
収の影印
『語録
諜
義』
は
間
内容の本止を
千
手輿成の場補した
写本を
底
本

とし
てい
る 。
こ
れに
よ
れば
「トン
ボウガヘ
リ」・「倒立」
となっ
てい
る o

n
「
党政三
年辛
亥十一
月」

の
世記 、
「風月夜左衛
門 、
渋川輿左衛
門 、
泉本

昭
和五
十一
年発行
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八
兵衛 、
山口
又一
郎」

の議
擦名のある
板本によっ
た 。
附じ
刊
記・求岡
山坪名

を
もっ
板本が
「唐話辞
設類
集」
第
十五
位米(汲古
書院
昭和四
十八
年十
二

月)
に
影mw収
録さ
れてい
るが 、
見返

の朱印が
異なる 。
影
印は
「浪業心
策

/橋北
街崇
/高
堂
緩
行」
とい
う印で
ある
と

のこ
とで
あるが
(同解題によ

る) 、
使用した
仮本の
朱
印は
「浪華心
爾
/橋通山
以//賭
春堂
記」
と
ある O

M
引
用にお
ける
(
)
は 、
原木の
頭字を
で
示して
あるとこ
ろに頭
字を

捕っ
たこ
と
を示
す 。

お
「
唐話辞書
類
集」
第
十三
集
(
汲士口議
院
昭和間
十八
年七
月)
所
収

の影

印によ
る 。

お
註(2)
参
照 。

幻
「
天明丙午六
月
汎
愛堂裁
板」

の刊記 、
「丹波屋
英一郎
郎 、
藤自民
弥兵衛 、

村上
勘
兵
衛 、
様
村
藤
右衛
門 、
依田鹿
清兵
衛」

の
道
的坪名

のある
板
本に
よっ

た 。
お
岩波文
庫(一
九九
O年七
月)

の本文によっ
た 。

却
講
談社文
庫(昭和五
十
八
年二
月)

の本文によっ
た 。

ぬ
註(6)
参照 。

出
『か
たこ
と』
は
吋近
代
諮
研
究い
第一一一
集
(武
蔵
野書院
昭和四
十七
年印

刷
昭和五
十六
年再
版)
所収の影印に
よっ
た 。

司腕縮涼数集』
は
「
駒沢
大
学
問語研究
資料第一」
(汲
古来日院
昭
和

五
十四
年九月)

の影印に
よっ
た 。

日記
印地につ
い
て
は
『義経記』
(「士口
典文
学大系」
岩波書広
昭
和三十
四
年

第一
刷・
昭和五
十一
年第十五
刷)

の補注に
詳
細な
論考が
ある 。
また 、
半

浮敏
郎氏『生
活文
化
歳
古学史』
第一一一
巻(東
荻窪
籍
…
九九O年十月)

の「
印

池
(
打)」

の項も
きわめて
詳
細で
ある 。

お
『平
家物一乱開』
下
(「
日
本
古
典
文
学大
系」
岩
波
書広
一
九六
O
年第一
刷

一
九七八
年第十
九
剛腕)

の
本文によっ
た 。
高野本影印(笠
間書院
昭和四

十
九
年…
月)
に
は
「むかへつ
ふて
い
ん
ち」
と
ある 。
『辺1
家物
語百二
十
句

本』(
潟
橋
貞一
一校
訂
忠文
閣
昭和四
十八
年)
に
は
「ゐん

の
御所に
は 、

山ぼ
うして
ら
ぼ
うし 、
京中のむか
ひつ
ぶせ 、
い
ん
ぢ 、
い
ひがひ
な
きくは

ん
じ
ゃば
らが
や
うなる
も

の
共
を 、
め
し
あつ
めて」
と
ある 。
『天草版
一千
家

物
語』
上
(
勉
誠
社
文
庫一
九
七
九
年
第
刷)
に
は
FE紅白
Q
R広氏

『応氏六帖Jの資料性

円引ロσ丘四尽ロ目\門田「
芝山口出仏0
5
22門2円
go
goロD門同mmON山門門出・」
と
ある 。

川品
『〈近世
/前
期〉
歳
時記十三
種
本
文集
成
並び
に
総合
索
引』
(勉誠
社
昭

和五
十六
年十二
月)
所収の影印に
よ
る 。

日ω
題簸「〈
喰補〉
合類
大
節用集
OO
再版」 、
「明
和一一一
内
戊歳孟
春
再
版」

の
刊記 、
「
村間
勘兵衛 、
丹波
庭
甘間四
郎 、
本屋又
兵
衛」

の議
隷名の
ある板

本によっ
た 。

日刊
吋和漢一ニ
才図会』
(古川弘
文館
開明治一一一
十
九
年十一
月)

の縮
刷影印によ

っ
た 。

幻
早
大図書
館蔵の無刊
記本によっ
た 。
同
図書鎚には
写本一
部も蔵されて

い
るが 、
「河原陰降」
に
異
問は
ない 。

お
「臼木
随
筆大成」
巻十・(士口川弘文
銀
昭
和三
年一
月)
所収の本文によ
る 。

なお 、
こ

の
『東煽
子』
に
は
『名物六
帖』

の名
もみ
える 。

mw
『
大漢和辞典』
には「
陣」
字の下に
「
@陳の俗字」
とし 、
「隙」
字の下

に「
白そなへ 。
い
くさ 。
障に
通ず」
としてい
る 。

川叩
円物類
称呼』
(「古
典
資料」
初
議林
舎
昭和四
十七
年)

の影印に
よっ

た 0
4
「
新潮臼木古
典集成」

の本
文に
よっ
た 。

必
「
近
松
全
体宋」
第十
巻
(
大
阪
朝日
新聞
社
昭和二
年十二
月)
所収

の本
文

によっ
た 。

幻
司浄瑠
璃集』
一
(「〈早
稲田
/大学
総〉
資料影印
援者」
早稲自
大
学出版

部
昭和五
十九
年)
所収の影却によっ
た 。

川判
『邦訳日
葡辞畳一閃』
(
岩波書庖
一
九八
OK十五
月)
によっ
た 。

必
註(川口)
参照 。

必
一読(お)
参照 o

C
註(お)
参照 。

川叩
『〈
増
補
/誘林〉
和
訓梁
後編』
(
名
著刊行
会
昭和凶十
八
年五
月)

の

影印によ
る 。

ω
「古手保一一一
戊戊正月日」

の刊記 、
「出雲
寺和
泉嫁」
と
ある
板本によっ
た 。

「
唐話辞
設類
築」
第六集
(汲士口誉
院
昭和四
十七
年一
月)
に
影印が
ある 。

印
「正
徳間叩午歳正
月士口日
/浴東
知
恩院
門前
/津国土口
左衛
門刊
行」
と
ある

初刻三
巻
本によっ
た 。
宝
師鵬
首汁版に
も
異
同は
ない 。
「
諜築
初
…総』
は
「荻生

(356 ) 15 
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但保全集
金集」
第二
巻一言語
篇に
影印が
収載されて
い
る 。
山
田
孝雄
博士は

吋函
認の
中に
於ける
漢
詩の研究』
(
蜜文館
昭
和十五
年四
月)
第五
章二
腐

立自
にお
いて
「唐血日の墜はは
じめ
通
謬の潟に

のみ
行はれ
し
ものなるが 、

亭保の頃よ
り一

伺の
間学術た
る
姿を
畏しぬ」
とし
て 、
同島町瓜山・
雨
森芳州

につ
いで
荻生
但僚の名を
挙げ
「こ

の人はか
ねて
倍加者を
謬ぴた
りし
が 、
後

冠山に
就き 、
そ

の
門下と
共に
翠ぴた
り 。

そ
の門下には
謄品目に
熱せ
る
人
少

か
らずして 、
唐立田を
悶用ゐて
漢文を
直
認すべ
きこ
と
を
盛に
鼓吹せ
り 。」
と

述べ
る 。

日
湯沢
質
幸氏
草加音の
研究』(
勉談社
昭和六十二
年二
月)
制ベ
lジ

的品
「
比ハ
護盗人 ノ
川一一げルニ
有け レ」
札似
て
耐

ぞル
大
ル ッ
取
て 、
(以下
略)(司
今

菅
物一詩集』
五
巻第二
十
九第四
(「日
本古
典文
学大
系」
岩波書
信一
九六

三
年第一
肌・一
九八一
年第九
刷))

日
註(UM)
参照 。

日
「〈俗
語
/訓
謬〉
支
那小説
字殺」

の題
性如 、
「
明
治四
十
三
年二
月」

の刊
記

のある
本によっ
た 。

日
註(6)
参照 。
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